
Vaisesika 学 派 の apeksabuddhi

宮 元 啓 一

1. 序

apeksabuddhi (略ap. b.) とい う術語 は, 徹 底 した概 念 実在 論 (conceptual feal-

ism) の立 場 を採 る Vaisesika 学 派 にとつて, そ の哲 学体系 を首尾一貫 させ る上 で

重要な役割 を果 している。 現存の資料 を見 る限 りでは, Vaisesikasutra に は な く,

Prasastapadabhasya に於 て初 めて現われ ると考 え られ る。 これ が Prasastapada

の独 創 によるか否かは別 として1), 彼 は この術語 を使用す ることに よつ て, 我 々

の主観 の作用 に深 く関わ るい くつかの間題 を甚だ巧妙 に且 つ明快 に説明す ること

に成功 した。 後世の Vaisesika 学 徒 たちは彼 の説明 に満足 してお り, 彼 等 の説 く

所 は彼 の説明を一歩 も出る ことが ない。 また, この ap. b. とい う術語 は彼等に と

つ て余 りに も周知の ことであつたためか, この術語 の直接意味す る所 に関 しては

殆 んど議論がな されなかつた。 この様な事態 が, ap. b. とい う複合語 の複 合 の仕

方の奇妙 さと相侯つて, 近 代 の諸学者 の理解 に少なか らぬ混乱 を斉 した と思 われ

る。 例 えば, Cowell は the distinguishing Perception2), Keith は the relating

cognition と訳 している3)。 他 の学者 の訳4)は ほぼ この二人 の訳 その もの, あ るい

は変形 であるが, 唯 一人 Faddegon の み は fundamental intellection と訳 してい

る5)。 すなわち, Faddegon を除 くすべての学者は, ap. b. とい う術語 を訳す際 に,

buddhi が 対 象を把握す るとい う局面を想定 し, apeks-す る主体が buddhi で あ

略 号KA: Udayana's Kiranavali (Kiranavali of Udayamcarya, ed by Jitendra S.

Jetly, Gaekwad's Oriental Series No. 154. Baroda: Oriental Institute, 1971).
NK: Sridhara's Nyayakandali (Prasastapadabhasya with Commentary Nyayakandali

of rtdharabhatta, ed. by Ksetresachandra Cattopadhyaya, Ganganatha Jhd Gran-

thamala Vol. 1. Varanasi: Varanasya Sanskrit Vishvavidyalaya, 1963).
PBh: Prasatapadabhasya (see NK).

VV: Vyomasiva's Vyomavati (The Prasastapadabhasyam with a commentary Vyoma-

vati, ed. by Gopinath Kaviraj and Dhundhiraj Shastri, Chowkhamba Sanskrit
Series No. 396, Benares: Chowkhamba Sanskrit Series Office, 1931).

1) 本稿 〔附記〕参照。

2) Sarvadarsanasangraha t (Aulukyadarsana.).

3) Indian Logic and Atomism.
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(94) Vaisesika 学派 の apeksabuddhi (宮 元)

る と解 しているのである。 この解釈 には重大 な疑義が あるが, そ の是非を問 う前

に, Vaisesika 学 派, 特 に Prasastapada がap. b. な る ものをどの様 に機 能 さぜ

ていうかをまず 以下 に概観 したい と思 う。

II. apeksabuddhi の機 能す る場面

PBhでap. b. とい う概 念 が要 請 され る の は, sampkhya (dvitva 等) (数体),

prthaktva (dviprthaktva 等) (別異性), paratva (か なたであること), aparatva (し

なたであること) の 発生 と認識 を説 明す る個所 に於てである。

〔1〕gupasadharmyavaidharmyaprakarapa に次 の一文が ある。

「paratva, aparatva, dvitva, dviprthaktva 等は buddhi を起因とする」6)

諸註 釈に よれば, paratva 等 は そ の 発 生 に際 し て buddhi に apeks-す る7),

buddhi な しには存在 しない8), buddhi は paratva 等 の 発生の動 力因と考 え られ,

る9)。 そ して この buddhi こそ がap. b. な の である10)。す なわ ち, paratva 等 の 四

種 の性質は, 純 客観 的に我 々の主観 の外 に存在す るものではな く, 個 々人の主観

が介在す る ことによつて始めて生ず るものである。 例 えば sampkhya につ いて言

えぱ, ekatva とい う性 質はそれぞれの実体 に本来的 に内在 して い て, そ の知 覚

は プロセスに於 て他 の外的対象 の知覚 と何 ら異 な ると ころ は な い が, dvitva 等

は あ らか じめ実体 に内在 してい るのではな く, 個 々人が 自 らの主観に よつて選択

す るのを侯つて始めて発 生 し, 然 る後 に改 めて知覚 され るのである11)。

〔2〕dvitva 等 の発 生に関 わるap. b. につ いては筆者 の別論文12)参 照。

〔3〕dviprthaktva 等 の発生 に関わ るap. b. は, 基本 的に salpkhya の 発 生 に

関わ るap. b. と相 同なので, こ こでは検討 を割愛す る。

〔4〕paratva, aparatva に は 空聞的な もの と時間的 な もの とがあ るが, こ こでは1

4) PW: die auf die Mannigf altigkeit der Dinge gerichtete Geistesthatigkeit; G. Jha:
distinctive notion (PBh 9R), unitary conception (Tattvasamgrahapanjika t);

Apte: distinguishing perception (The Practical Skt-English Dictionary).
5) The Vaicesika-system.
6) PBh p. 249 l. 3. paratvaparatvadvitvadviprthaktvadayo buddhyapeksah.

7) VV p. 435 1. 20.

8) VV p. 435 1. 23.
9) NK p. 239 11. 7-8.

10) KA p. 108 1. 23.

11) こ の こ と に関 し て は次 の論 式 が あ る。 〔P〕dvitva は buddhi よ り生 ず る。 〔H〕必
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空間的 な もの としての paratva を概 観 したい。 この様 な paratva は次 の過 程 を

経 て発生 し, 消 滅す る13)。(図 参照)

(1) ある人がいて, 同一方角に物体AとBを 見るとする。その人とAお よびBと の聞

隔を然るべき単位で分割し, その人から各単位を経てAお よびBに 至るまでの結合 (sam-

yoga) の数 を数えた時に, その数 (つま り距離) に多寡がある場合 (こ こで はBの 方

が多いとする), Aを 基準として, 「Aよ りもBの 方が遠 くにある」と いう buddhi がB

とい う物体に対 して生ずる。この buddhi がap. b. である。

(2) Bと い う物体を内属因 (samavayikarapa) とし, 多 さ (bahutva) に よつて限定

された結合 (sarpyoga) を非 内属因 (asamavayikarapa) とし, ap. b. を動力因 (nimit-

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

dr. dravya jn. jnana v. vinasa

g. guna ap. apeksabuddhi sam. samskara
s. samanya u. utpatti

ず 一人 の認 識 者 に よ つ て し か知 られ な い か ら。 〔U〕必 ず 一人 の認 識 者 に よ つ て し か知

られ な い もの は, す べ て知 覚 よ り生 ず る。 例 え ば 快感 等 の 様 に。 〔Up〕dvitva も必

ず一 人 の認 識 者 に よ つ て しか 知 られ な い。 〔N〕故 に これ もま た buddhi よ り生 ず る。

(NK, p. 275, ll. 9-11)

12) 拙 稿 「ヴァ イ シ ェ ー シカ学 派 の数 体 (sampkhya) 論 」 『東洋 学 報 』第57巻 第3, 4号

1976年3月.

13) PBh p. 394 l. 2-p. 396, l. 3, p. 399 l. 2-p. 401 l. 2. な お 〔 〕内 の(6)(7)は,

dvitva の 発 生 ・消 滅 の過 程 (PBh sampkhyaprakarapa) か らの類 推 で補 つ た。
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takarapa) として, paratva とい う性質が発生する。

(3) paratva 一般 に関する知覚が発生する。

(4) paratva に関する知覚が発生する。先の paratva 一般に関する知覚の発生によつ

て, ap. b. が消滅する14)。

(5) 実体 に関する知覚 (「BはAよ りもかなたにある」とい う知覚) が 発生す る。先

のap. b. の消滅によつて, paratva が消滅する15)。先 の paratva に関する知覚の発生

によつて, paratva 一般に関する知覚が消滅する。

〔(6) 潜在 印象が発生する。先の実体に関する知覚の発生によつて, paratva に関 す

る知覚が消滅する。

(7) 先の潜在印象の発生によつて, 実体に関する知覚が消滅する。〕

〔5〕ap. b. はPBhに 於 て も う一個所, 量 を論ず る個所 に現 われ る。 非 常恒 の

量16)の 発 生の原 因として, sampkhya, 量, 集 積 の三者 が挙 げ られ るが, 人 間 に よ

つては知覚 され得 ない原子, 二 原子体 の sampkhya は, 主 宰 神 の buddhi に よ つ

て生ず るとされ る。 この buddhi は 勿論 ap. b. で あ る。 した がつ て, このap. b.

の機 能 は,〔2〕の salpkhya の 場 合 と全 く同 じである。

III. apeksabuddhi とい う語 の用法

以上, ap. b. がPBhに 現 われ る場面のすべてを概観 した。ap. b. の 機 能 はこれ

で理解 し得 るが, 端 的 にap. b. と は何かを理解 す るためには, そ れ らの場面 に於

て このap. b. とい う語 が如何 なる用い られ方を してい るかを知 る必要が ある。

まず, PBhに 於 る用法は以下 の如 くである。

A ap. b. が何 を対象 としてい るのかを示す場合 には, ap. b. と い う語 は用 い

られず, 単 に buddhi と い う語 のみが用い られ る。(7個 所)

anekavisaya-buddhi-17) anekavisayini buddhih18)

samnikrsta/asamnikrsta/viprakrsta buddhih19)

B paratva, aparatva, dvitva 等, dviprthaktva 等 の 発 生 に 対 し て, ap. b. が

14) これは知覚の非同時性の原則に基づく。詳 しくは拙稿前掲論文pp. 230-231参 照。

15) 動力因の消滅によつてある種の結果は消滅する。拙稿前掲論文p. 220参 照。

16) PBhで は, 量 は常恒のものと非常恒のものに分類される。常恒の量は常恒 の実体

に内属するものである。

17) p. 272 1. 1, p. 282 1. 1.

18) p. 272 1. 4.
19) p. 395, 1. 1, p. 396, 1. 2, p. 398, 1. 1, p. 398, 1. 2.

-905-



Vaisesika 学派 の apeksabuddhi (宮 元) (97)

如 何 なる因果関係 を有す るかを示す場合に も, ap. b. とい う語 は用 い られ ず, 単

に buddhi と い う語のみが用い られる。(7個 所)

buddhy-apeksah20) buddhim/tam apeksya21)

C これ に対 して, その知覚内容, お よびそれによつて生ず る ものとの関係に

は直接触 れる ことな く, 単 にそのap. b. 自体 の発 生 と消滅 を説 く場合 には, 専 ら

ap. b. とい う語 が用 い られ る22)。(27個 所)

次 に後期 の文献 についてであるが, 筆 者 の散見 した限 りでは, PBhのAの 用法

は極 く少数 の例 を除いてほぼ完 壁 に踏 襲・され てい る。 また, Bに つ い て は,

apeks-, a-rabh-, bhu-(vina na) とい う動詞あ るいはその派生語 と共に説 か れ る

時 には, 単 に buddhi とい う語 のみが用い られ る。 しか し, jan-と い う動詞 あ る

いはその派生語 と共に説 かれる時 には, buddhi, ap. b. 両 方 の語 が任 意 に用 い ら

れ る23)。 また, ut-pad-の 場 合 には専 らap. b. とい う語 が用い られる様 である24)。

Cに つ いては, PBhの 用法 がそのまま踏襲 されてい る。 ま た, こ の 場 合, ap. b.

は時 として nimittakarapa とい う語 に置 き換 え られ ている25)。

以 上 の ことか ら, Vaisesika 学 徒 たちは, buddhi の知 覚 内容 を述 べ る時 に は

apeksa とい う前分は相応 しくな く, ま た buddhi を動 力 因と して paratva 等 が

発生す ることを述べる時 には, apeksa の 意 味は, 共 に用 い られ る動 詞 あ るい は

その派生語に よつて表現 され るので, apeksa とい う前分 を buddhi に 附 加 す る

のは同義反復で ある, と感 じていた と考 えられ る。

20) p. 239, 1. 3.

21) p. 274, 1. 1, p. 322, 1. 1, p. 395, 1. 2, p. 396, 1. 3, p. 398, 1. 1, p. 398, 1. 3.
22) e. g. apeksabuddhivinasad dvitvagunasya vinasvatta. p. 279, 1. 2.

23) V1 3 ff, apeksabuddhi janyah (KA p. 108, 1. 23), apeksabuddhir utpanna dvitvamm

janayati (NK p. 293, 1. 2), dvitvam buddhijam (KA p. 129, 1. 12).
24) TJ X G, apeksabuddhis to dvitvasyotpadika (KA p. 129, 1. 10), na capeksabud-

dhim vinotpattih (VV p. 464, 1. 29).

25) PBh p. 409, l. 2, p. 410, l. 3. 後 期 の著 作 に於 て は枚 挙 に邊 が ない。 な お, ap. b. は

NK (p. 409, l. 2) で は apeksajnana に置 き換 え られ て い る。 さ らに, VV (p. 464, l.

20, l. 28) で は, apeksakarapa に置 き換 え られ てい る。 また, VV (p. 517, l. 17) で

は, apeksa と い う語 は karapa を意 味 す る と説 かれ てい る。

〔附記 〕PBhと の前 後 関 係 が問 題 と され る 『勝宗 十 句 義論 』に もap. b. な い しそれ に相

同 の概 念 を説 くと考 え られ る個 所 が あ る。

〔1〕彼 体 云 何。 謂 属 一 時等 遠 覚所 待 一 実 所 生 彼 詮 縁 因 是 名 彼 体。(T54, 1263b)
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IV. 結 論

以上の ことか ら, ap. b. につ いて次の様 に まとめる ことが出来 よう。

(i) paratva, aparatva, dvitva 等, dviprthaktva 等 の 四種 の性質は, 主 観 と

は関わ りな く実体 に内在す るのではな く, 主観 の介在 を侯つ て始 めて生ず る。 こ

の介在 する主観 こそがap. b. で あ る。 また, この様に して発生 した paratva 等 は

主観の産物 と も言 えるが, そ れ らは主観 にではな く, 実 体 に内 属 す る性 質 と し

て客観 的に存在す るもの とな り, か くして知覚 の対象 と な る の で あ る。 これ は

Vaisesika 学 派 では, そ の概念 実在論 か らの必然の要請 である。

(ii) ap. b. と い う複合語の前 分 apeksa は, ap. b. が paratva 等 に対 して持つ

因果関係, す なわちap. b. が paratva 等 の動力因で あることを示す ものであつて,

知 覚対象, 知 覚内容 との関係 を示す ものではない。

この二つの理由に より, ap. b. と は,「そ れを侯つ てある もの (paratva 等) が 生

ず るところの知覚 」「動力因 としての知覚」を意味す る。 これに基 づいてap. b. に

簡 潔 な訳語 を与え るな らば,「契 機 知」「起因 知」‘the perception as a cause’あ

た りが適当で あろ うと思 われ る。 したがつ て, 近 代の諸 学者 の与 える訳語 の中で

は, Faddegon の fundamental intellection の み が比較 的妥当で あることになる。

〔2〕此 体 云 何。 謂 属 一 時等 近 覚所 待 一実 所 生 此 詮 縁 因 是 名 此 体。(T54, 1263b)

〔3〕二 体等 数 二 別体 等 別 体 同類 不 同類 為 因。 一 体 別 体 彼 覚 為 因。(T54, 1264c)

〔4〕彼 体 此 体 一 等 時 相 属 待 遠近 覚 為 因。(T54, 1264c)

伝 統 的 な解 釈 を離 れ, 意 味 を採 つ て試 訳 す れ ば以 下 の如 くで あ る。

〔1〕〔2〕『paratva/aparatva とは何 か。 同一 の時 間 あ る い は方 角 〔の各 々 の地 点〕と

結 合 した 〔二つ の 実体 の うち〕一 つ の実 体 に,「遠 い」/「近 い」と い う知 覚 (buddhi)

を起 因 と して 生 じ,「か な た」(para)/「こ な た」(apara) と い う言 語 表 現 と観 念 の 原

因 で あ る と こ ろの もの, これ が paratva/aparatva と言 わ れ る。』こ の知 覚 がap. b. に

相 当 す る こと は 明瞭 で あ る。

〔3〕『dvitva 等 の sampkhya と dviprthaktva 等 の prthaktva は, 同 類 の (sajatiya),

あ るい は同 類 で な い (asamajatiya)〔実 体 〕を 〔内属 〕因 と し, ekatva と 〔eka-〕prthak-

tva〔を 非 内属 因 と し〕, ap. b. を 〔動力〕因 とす る。』こ の訳 は,「彼 覚 」と い う不 可 解

な文 字 が 「待覚 」の 写 誤, 誤 刻 で あ る可 能 性 に基 づ く。

〔4〕『paratve と aparatva は, 同一 の時 間 あ る い は方 角 〔の各 々 の 地 点 〕と の 結 合

〔を非 内属 因 と し〕, 遠 くに あ る ・近 くに あ る 〔実体 を内 属 因 と し〕, ap. b. を 〔動力〕因

とす る。』こ れ は, 玄 突 が,‘-viprakrstasarpnikrstapeksabuddhi-’の 如 き 原 文 (漢 訳 す

れ ば 「遠近 待 覚 」) を誤 訳 し た可 能 性 に基 づ く。
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